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は じ め に 　 難 解 な Ｉ ｏ Ｔ を 、 わ か り や す く

　本書のタイトルを「ＩｏＴの教科書」ではなく、「『ＩｏＴプロジ
ェクト』の教科書」としました。この本がＩｏＴ事業を実践するた
めの手引きだと、まずお伝えしたかったからです。
　つまり本書は、ＩｏＴで実際に事業を始める・もう始めている
方々へ向けたつくりになっています。

　すでに「ＩｏＴとはなにか」を説明する書籍はたくさん刊行され
ています。平易で読みやすい本から分厚く学問的な本まで、さまざ
まな本が書店で見つかります。それらの本から得られる知識は、Ｉ
ｏＴで事業を始める際の基盤となるでしょう。ですがそれだけで
は、ＩｏＴ事業を立ち上げ、継続し、成功に至るには、こころもと
ないのではないでしょうか。
　たとえばあなたが、野球のようなスポーツ競技のチームの監督に
なるとしましょう。その競技のルールやプレー方法などを知り、身
体能力の高い選手を集めただけでは、試合に勝つのは難しいと思い
ます。
　必要なのは、過去の試合の実績や経験から積み上げられてきた実
践的な情報です。あるいは、相手選手の能力やクセといったデータ
です。だから監督や選手は過去のさまざまな試合を研究して、自分
たちに合った戦い方を作り上げていきます。
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　ビジネスで新しい事業を始めるときも同じです。ＩｏＴを扱う場
合も例外ではありません。それどころか、ＩｏＴは野球などのスポ
ーツよりもずっと歴史が浅く、実績に乏しく、どうすればＩｏＴビ
ジネスを成功させられるのかを知る手段はほとんどないのが現状で
す。
　私自身、この本の企画に関わるまでは、ＩｏＴはこういうものだ
ろうとなんとなく理解はしていても、ＩｏＴでビジネスを始める方
法のイメージは持てませんでした。今までたくさんの事業や製品企
画に携わってきましたが、もしＩｏＴに特化した案件をいただいて
いたら、うまく対応できたかわかりません。

　世の中では今、ＩｏＴでお悩みの方が多いのではないかと思いま
す。なぜなら、ＩｏＴ事業はまだ事例が乏しく、ケーススタディと
して考えられる材料が少ないからです。企業でＩｏＴ新規事業を担
当されている方、既存製品の価値をＩｏＴによって高めようと試行
錯誤されている方など、いろいろな立場の方にとって情報が不足し
ている状態ではないでしょうか。
　本書は、そんな皆様へ向けてつくりました。実際にＩｏＴ事業で
製品を世に送り出し続けている著者の武下さんと共に、実践的な手
法を盛り込んでいます。
　なお、本書はともすれば難解な内容になりがちだったので、Ｉｏ
Ｔ専門家とＩｏＴに詳しくない人物によるキャラクター会話形式
で、わかりやすく読める構成にいたしました。私を模したキャラク
ターも登場しますので、ぜひ皆様の立場と重ね合わせながら、でも
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難しく考えず、まずはお気軽に「うん、あるある」と頷きながら読
み進めてみてください。いつの間にか、ＩｏＴビジネスの進め方が
ご理解いただけると思います。

　皆様の事業が一つでも多く成功すれば、それは社会がより便利
に、“Usable”になっていくことに繋がります。本書がその大きな
流れの一助となれば、幸いです。

　幸田　フミ
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本書の登場人物紹介

ユカワ教授
　ＩｏＴの研究や製品創出に関わっているオーソリティー
　ＩｏＴ（Internet of Things）を駆使した発明品や発想を日々
ひねり出している。大学に籍を置きながらさまざまな企業と共
同研究をして、実際に社会で使われるＩｏＴの製品化に関わっ
ている。基本的に温和な性格だが、熱が入ると夢中に語り出す
ことがある。面倒見が良いが、しばしば質問を突然振ってくる。

フミ社長
　ＩｏＴ製品企画を提案することになったコンサルタントの若
社長
　アパレルの企画、ウェブサイトの構築サポート、建築業と他
業種のマッチング事業創出など、さまざまな業種の手助けや橋
渡しを成功させてきた。最近、「ＩｏＴを取り入れた製品を作り
たい」とクライアントから頼まれたものの案が浮かばず、ヒン
トを求めてユカワ教授の研究室を訪ねる。

ヤマダ新卒
　フミ社長の会社に入社したての新人
　フミ社長の会社に入ったばかりの新入社員。ＩｏＴはもちろ
んビジネス全般の理解が浅く、初歩的な質問や的外れな発言が
多い。だが、臆せず考えて発言するところが魅力として、フミ
社長の目に留まったようだ。食べることが好きで、鉄道オタク、
さらにパソコンやゲームにも造詣が深い。マニアックな知識が
たまに役立つ。


